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に、質問紙調査を実施した。質問紙は、 1 ～ 7 歳の双生児の母親76名を対象に郵送し、44名の回答を得
た（回収率57.9％）。双生児の「移行対象」の出現率は53.4％となり、日本における単胎児の出現率
























































1 歳から 7 歳までの双生児の子どもの母親76名
を対象に、ツインマザースクラブの協力を得て、









表 １ 　移行対象の ２ 段階（Busch, １973）



































は、 1 歳 3 名（6.8％）、 2 歳16名（36.4％）、 3 歳










ていたのが20組、 1 人だけ持っていたのが 7 組、
二人とも持っていなかったのが17組であった。
「移行対象」の有無と双生児の卵性・性別との関





































一卵性：女児・女児 6 1 2 9
二卵性：女児・女児 4 0 2 6
一卵性：男児・男児 2 2 5 9
二卵性：男児・男児 2 3 4 9
二卵性：男児・女児 6 1 （男児） 4 11

























































たら」も含む）が17人、1 歳（「 1 歳前後」も含む）
が22人、 2 歳が 8 人であった（図 4 ）。
双生児の 2 人ともが「移行対象」を有している
20組について、その出現時期については、13組は
同じ時期であり、乳児期が 5 組、 1 歳が 7 組、 2
歳が 1 組であった。出現時期が異なっていたのは
7 組で、先行した子どもの年齢は、乳児期が 1





2 組が異なるものであった。その 2 組の異なる対































一次的移行対象 二次的移行対象 その他 計
0 歳（含：気づいたら） 11 6 17
1 歳（含： 1 歳前後） 21 4 25
2 歳 8 11 2 21
3 歳 2 0 2
4 歳 1 0 1






2 、 3 歳頃に愛着が生じ、自律性や自立などとの
関 係 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た す と、Hong
（1978）は述べている（井原、2009）。本結果では、





















































　　＊ 2 個とも継続　 8
3 個　　　　　　　　　　 2 （4.3%）
　　＊ 1 個は継続　　 1

























































































































【取り合い：なし】 8 1 9
内訳
相手の大切なものと理解している 7 1 8
相手が困っている時に渡す 1 0 1
【取り合い：あり】 8 2 10
内訳
同じものでも相手のものが良く見える 2 0 2
わざと意地悪をしてちょっかいをかける 3 2 5





同じもので入れ違っても気が付かない 1 0 1


































































































い値からも、 1 対 1 で母親が育児の対応をする
ことが難しい双生児の分離不安の防御として、
双生児にとって「移行対象」が不安を軽減させ
る手段となっていることが示された。
2  ．「移行対象」出現の有無に卵性による差は見
られなかった。性差については、女児に有意に
「移行対象」が出現し、単胎児と同様の結果と
なった。
3  ．「移行対象」の選出のきっかけについては、
「寝るとき・布団代わり」が半数を占めており、
寝る際の母親との距離感が関与している可能性
も考えられた。また、「双生児の片方からの影
響」もあり、双生児ならではの特徴ととらえる
ことができた。
4  ．「移行対象」をめぐる双生児の関係性につい
ては、取り合いの有・無の攻防の中に、互いの
「移行対象」の大切さを認識している双生児が
多かった。
5  ．「移行対象」について、どの母親も肯定的に
受け入れており、移行対象を排除しようと働き
かけている母親は 1 人もいなかった。「移行対
象」の存在は、母親の双生児育児を支える役割
を果たしていた。
本研究は、日本双生児研究学会第29回学術講演
会および乳幼児保健学会第 9 回学術集会で発表し
たものに加筆したものである。
謝辞
質問紙調査にご協力くださり、貴重な体験をお
知らせくださいましたツインマザーズクラブ事務
局および会員の皆様には深く感謝申し上げます。
また、調査分析にご協力くださいました江原沙緒
理様にも感謝申し上げます。ありがとうございま
した。
参考文献・引用文献
遠藤利彦（1990）：移行対象の発生因的解明―移行
対象と母性的関わり―、発達心理学研究、 1
（ 1 ）；59-69.
遠藤利彦（1991）：移行対象と母子間ストレス、教
育心理学研究、39（ 3 ）；243-252.
藤井京子（1985）：移行対象の使用に関する発達的
研究、教育心理学研究、33；106-114.
井原成男、汪玲、庄司順一（1997）：移行対象と気
質の日中比較、日本教育心理学会発表論文集、
（39）；170.
井原成男　編著（2006）：移行対象の臨床的展開―
ぬいぐるみの発達心理学、岩崎学術出版.
井原成男（2009）：ウィニコットと移行対象の発達
心理学、福村出版.
池内裕美、藤原武弘（2004）：移行対象の出現・消
失に関する社会心理学的規定因の検討：生育環
境と夫婦間ストレスの視点から、社会心理学研
究、19（ 3 ）；184-194.
片山理恵、内藤直子（2011）：双子の子育ての疲労
に関する文献検討、香川母性衛生学会誌、11
（ 1 ）；13-18.
大木秀一（2014）：多胎妊娠の医学的知識と多胎家
庭の現状に沿った支援、助産雑誌、68（ 4 ）；
26
290-295.
天羽千恵子（2014）：母親の立場から語る多胎妊娠・
出産・育児に必要な支援、助産雑誌、68（ 4 ）；
302-305.
富田昌平（2007）：乳幼児期の移行対象と指しゃぶ
りに関する調査研究、中国学園紀要、 6 ；127-
138.
